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　回報1）・2）において，著者は横三筋におけるactomyosin
溶液の粘度について基礎的な見地から観察を試みたが，今
回は膀胱筋のAMについて，粘度変化の面で横紋筋との比
較検討を加えたので報告する。平滑筋に関するAMの研究
は，Csap63う等が子宮筋について，横山弓）が帆立貝貝柱筋
について実験を試みているに止り，膀胱筋に関する実験は
未だ見当らない。かかる見地から膀胱機能の特殊性がAM
系において如何なる性格を示すかを究明することにこの実
験の目的がある。
　・　　　　　　　　実駿方法
　1）皇駿材料：犬10頭の膀胱を，撲殺後直ちに刎出し，
再蒸；溜水にて洗瀧後，粘膜及び脂肪組織並びに附属物を剥
離し，乳鉢にて磨砕する。これ等はすべて低温にて処理す
る。抽出法は前報1）に示した方法とほぼ一致しているが，3
倍量のWeber　Edsall　K：Gl　solution　qコに24時間放置し
て抽出し，得た上澄液を粗AMとし，これに10倍量の再蒸
溜水を加え，5時聞放置後再び遠沈してその沈澱物をとり，
これを0．05MK：Cl溶液にて4回洗1條，その聞1こ0．5　M　KCl
溶液として遠沈し，その沈澱物を捨てる。この上清を再び
KC1濃度0．05　Mとして遠沈し，かくして得た白色沈澱物
をK：CI濃慶0．6Mに調i整し，蛋白濃度4．8　mg／cc　として
保存し各実験に当てたものを洗瀞AMとした。
　2）実験方法：i＞粗AM：（蛋白濃度不詳）6ccを，　Ostwald
粘度計にとり前報りと同条件のもとに，1％ATP液（2　x
10卿2M）0．1　ccを繰返し添加せる場合の粘度変化を観察し
た。
　ii）洗1條AM　2．4　mg／cc　6　ccをOstwaldの粘度計にと
り，ATP液0．1　cc添加前後の粘度変化を観察した。
iii）’`白濃FE　o．8　mg／ce，1．2m9／cc，2．4　mg／cc，3．6mg／cc
の溶液についてその粘度をおのおのにつき観察し，蛋白濃
度変化に伴なうAM溶液の初期粘度及びATP添加後の下
降値を曲線に描き，A．　Szent－GyOrgyi5）の曲線と比較した。
　iv）温度に伴なう粘度変化：3．6　，mg／ccの。．6　M　KC1溶
液6ccにつぎ，　oo～45℃までの温度範囲において，温度に
よる粘度変化を観察した、，
　　　　　　　　　　実験成績
抽出状態は，最初Weber－Edsall液にて抽出する際顕著
なことは，横三筋の場合に比して著しく七ransparentな
外見を示し，一見してAM量が少ないことを想像せしめ
る。磨砕を充分に行わないと抽出が甚だ不充分のようであ
る。ただし，洗11el後得られた白色沈澱は横紋筋の場合と同
一外観を呈している。これより先，豚及び牛の膀胱筋につ
いて抽出を試みた場合，‘‘肉挽器”を使用して磨砕したが，
両者とも洗心後の白色沈澱はただtraceのみという結果
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であったが，抽出困難なことはこれによっても想像される。
　i）Fig．1が示すように粗AMはATP添加によりU字
型粘度変化を示し，再度，再々度添加により同一相似せる
連続的U字型を示すのを確めた。
　ii）掛違せる膀胱AM液（K＝O．6　M）にATPを添加し，
Fig．2に示す如き定型的u字型が得られた。
　1　しかし下降率は横紋筋に比して著しく低く，またCsap6
の示した子宮筋の場合の下降に比しても低い。なお初期粘
度も，ほぼ同一蛋白濃度において，横絞筋に比し著しく低
位にあり，子宮筋に比してもなお同様低位にある。
iii）蛋白濃度変化に伴なう粘度変化はFig．3に示したと
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おりで，A．　Szent－Gy6rgyiの横紋筋AMの曲線と比較し，
初期粘度曲線もATP－drop値の曲線も両者ともやや低位
にあり，同方向の角度を以て上昇するが，横紋筋において
3mg／cc前後より著明に見られる構造粘性増加による曲線
の立上りが膀胱筋AMにおいては著明でない。
　iv）温度変化による粘度変化の曲線はFlg．4に示したと
おりで，温度上昇に伴なって粘度は著明に下降している。
　　　　　　　　　　総括並びに考按
　抽出方法について検討すると，犬10頭を集めたのは個
体差の除外とともに含量の寡少を補う意昧を含めたもので
ある。次に，再蒸溜水で洗條した後，粘膜脂肪組織等を極
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　Fig．　1．　Viscosity　ehange　of　unpurified　myosin－
B　extraeted　from　bladder　musele　of　dog　after
re’垂?ａｔｅｄ　addition　of　ATP　（1％　O．1　cc）．
　Abscissa：　Time　after　first　addition　of　ATP
　Ordinate：　Relative　viscosity
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　Fig．　Z．　Viscosity　change　of　purified　aetomyo－
sin　solution　extraeted　from　bladder　muscle　of
dog　after　addition　of　ATP．
　Abscissa：　Time　after　addition　of　ATP
　Ordinate：　Specific　viseosity
　　　　　1：　Viseosity　response
　　　　　2：　Splitting　time
　　　　　3：Recovery　effec七
　　　　　　　　rt　・　3mst／cc
　Fig．3．　Viscosity　of　aetomyosin　extracted　from
bladder　musele　eompared　with　that　of　skeletal
muscle　（cit　Szent－Gydrgyi　A．），　under　various　pro－
tein　concentration．
　　Abscissa　：　Protein　eoncentration　（mg！ce）
　　Ordinate：　Speeifie　viscosity
　　o　一〇：　Bladder　muscle
　　一一一一一一一・一　・・一　一　：　Skeletal　musele　（Szent－Gy6rgyi　A．）
Upper　curve：　Aetomyosin
Lower　curve：　The　same　in　presence　of　ATP
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　Fig．　4．　Relation　of　the　viseo＄ity　and　temper一，
ature　of　AM－solution　of　bladder　muscle．
　Abscissa：　Temperature
　Ordinate：　Relative　viscosity
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力とり除いたが，これは特に尿中のureaの影響，その他
各種塩類による影響を除外するためであった。得られた
AMは横紋筋における如く大量に抽出し得ず，ために0．6
M　KCI　rs液として保存する場合に4．8mg／ccの蛋白濃度以
上を得られなかった。
　i）及びii）実験において，横紋筋と同様AM－ATP系特有
の三要素3）・G）即ちviscosity　response，　splitting　time，　re－
covery　effectが膀胱筋AMにおいても確認され，貝柱筋
において横山4）が経験したような不規則型は全然見当らな
い。ただ同濃度の横紋筋AM系においては40％内外の下
降をviscosity　responseにおいて示すにかかわらず，この
場合には20％前後である。このことに関しては確然とし
たことは述べられないが，著者の前当2）に照してA：M比
率の相違ということがこの際一応想定し得るところであ
る。
　iii）の実験においても膀胱筋AM系と横紋筋AM系の
類似が如実に示されたが，ATP－dropが後者に比べ前者は
比較的少なく，これは先述の如く，actinとmyosipにお
ける比率に何らかの差があることが可能性として挙げられ
る。Csap67・，によれば，　split七ing　time即ちATP－ase　ac－
tivityは骨瞭筋〉心筋〉子宮筋の順であり，このことは同
蛋白濃度では骨儲筋のmyosin量が多いと考えるべきであ
り，Fig．3において膀胱筋AMのmyosin量の少ないこと
が示されている。
　次に，興味ある問題として，笑験iv）に掲げたAM粘度
の温度による変化の成績がある。
　Csap67）の成績によれば，家兎骨角筋myosin－B溶液の
粘度は低温より高温においてその粘度が増大することを述
べている。これに反して我教室の大原8）はこの成績に対す
る疑義を述べ，AM液（骨潮筋）は低温において粘度が大き
く，温度が増すに従って粘度低下を示すことを確認し，著
しい負の温度係数を有することを述べた。著者の実験成績
はこの大原：の成績に符合するもので，膀胱筋AMが負の温
度係数を示すことを確認した。一方，Csap67）は子宮筋に
ついては，低温高温いずれの状態においても，ほぼ同様の
粘度を示し，上記の如き現象は見られないと述べている。
また，横山4）は帆立貝貝柱筋においてその“支え筋”では
温度上昇とともに粘度が増すという現象を見ている。著者
の成績では先述の如く，かかる現象は見られず，膀胱筋
AM液は骨潴筋AM液において大原が示した温度影響と同
様の影響をうけることを認めている。因みに蛋白濃度も，
Csap67）における初期粘度より上回るものである。かかる
問題に関連して，Laki等9）がactin及びmyosinによる
actomyosin形成が吸熱反応であると述べているが，大原
及び著者の成績から考えるならば永井等］o）の主張するAM
結合が発熱反応であるという論旨に対し，支持を与え得る
ものであることを示すものである。
　以上要するに，これ等の実験によりいえることは，膀胱
筋AM系は横紋筋のそれに比し，　AM自体に本質的な差を
見ず，恐らくは量的差によって実験差が生れたものであろ
うということである。
結 語
　犬の膀胱筋AMを抽出洗醜して，　ATP添加前後及び各種
条件下の粘度測定により，その性状を横紋筋のそれと比較
した。
　1）抽出はその含量の寡少の故か，甚だ困難であったが，
抽出されたAMの外観は横縦筋のそれと同様である。
　2）未洗源の動物膀胱筋エnyosin－B液にATP反復添加
した口合，及び洗瀞膀胱筋AM液にATPを添加した場合
に横紋筋におけると同様の粘度変化，即ち定型的三相を示
したが，その程度は横紋筋の示す強さに比し著明に少ない。
　3）蛋白濃度変化に伴なうAM粘度曲線には，骨酪筋に
見られる如き’構造粘性は著明でない。ATP－dropは各濃度
において骨骸筋に比し小であるとともに，初期粘度及び下
降値即ちmyosin量も小である。
　4）温度変化に伴なう粘度変化では，0℃における粘度
殻も高く，温度上昇とともに著明に下降する。
　以上粘度測定的に膀胱筋AMの性格を動物実験により
2～3の方面より探索し，骨略筋における粘度の態度と比較
検討を行い，両AMの質的に同一・性格を有することを提示
した。　　　　　　　　　　　　　〔昭和30．4．30受付）
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Summary
　　　Actomyosin　extracted　from　bladder　muscle　of　dog　was　purified，　and　its　viscosity　was
determined　unde’秩@various　conditions　in　order　to　compare　the　same　with　that　from　skeletal
muscle．　The　exttacting　was　eXtremely　difficult　presumably　because　of　a　low　content，
though　the　AM　extracted　was　similar　in　appearance　to　that　from　skeletal　muscle．
　　　　Following　addition　of　ATP　to　myosin－B　and　to　the　purified　AM，　the　typical　three
phases　of　viscosity　change　were　observed’，　but　in　a　remarkably　light　grade　as　compared・
with　that　of　skeletal　muscle．
　　　In　the　curve　of　viscosity　change　of　this　actomyosin　in　relation　with　protein　concen－
tration，　the　structural－viscosity　was　not　as　clear　cut　as　in　the　case　of　skeletal　muscle，
however　the　curve　coincides　approximately　with　the　latter　at　other　points．　ATP－drop，’
initial　viscosity　and　myosin－content　are　in　lower　grades　as　compared　to　the　latter．
　　　　The　relationship　between　viscosity　and　temperature　was　also　the　same’　in　quality
betwden　the　two．　The　viscosity　was　at　the　highest　in　OGC，　and　descended　remarkably　in
accordance　with　the　rise　of　temperature．
　　　　As　mentioned　above，　the　quality　of　AM　extracted　from　bladder　muscle．　showed　on
difference　as　compared　to　the　AM　sample　from　skele’tal　muscle　and　the　characteristic
differences　must　be　caused　by　the　difference　of　AM－content　of　’two　kinds　of　muscle．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Aptil　30，　1955）
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